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    ～鎌倉の自然や歴史とふれあい、皆が共に楽しむまちを実現するために～ 
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１．現況と課題 

１）観光や文化の基礎となる鎌倉固有の財産の

状況 

 本市には、歴史の長さを物語る貴重な文化財が

多数現存しており、国宝に指定されている建造物、

絵画、彫刻、工芸、書跡といった有形文化財は 15

件となっています。これらに加えて、無形文化財、

民俗文化財（資料）、史跡、名勝、天然記念物など

の歴史的・文化的に価値の高い遺産は、国指定 201

点、県指定 65 点、市指定 310 点などとなっていま

す（平成 27 年 4 月 1 日現在）。さらに、本市は埋

蔵文化財包蔵地が市域の６割を超える面積を占め

るなど、貴重な文化財が地下にも数多く眠ってい

ます。 

現在まで継承されてきたこれら鎌倉固有の遺産

である文化財は、武家政治発祥の地として栄えた

鎌倉の財産であり、貴重な観光資源にもなってい

ることから、今後も保全を図っていくことが必要

です。 

また、社寺などの歴史的遺産と一体となって鎌

倉らしさを成り立たせている自然環境を保全して

いくことも必要です。 

 

２）観光の状況 

 本市には年間延べ約 2,000 万人の観光客が訪れ

ています※。面積当たりの入込客数は約 500 千人/

㎢、人口当たりの入込客数は約 115 人/人と、国内

の他の観光都市と比べて、面積、人口あたりに占

める入込客数が圧倒的に多いことが特徴です。 

 このため、市内では交通渋滞や歩行空間の不足、

観光ごみの発生などさまざまな問題が起きていま

す。今後とも引き続き観光環境の改善と合わせて、

市民生活への影響を低減していく必要があります。 

 鎌倉観光の特徴は「首都圏からの日帰り観光地」

であり、「繰り返し訪れる観光客が多く、再来訪意

識が高い」ことですが、多くの観光客が地域的・

季節的・時間的に集中してしまう傾向があり、観

光需要の平準化も求められます。 

 また、観光形態は、個人旅行が主体となってお

り、単なる物見遊山型から体験・交流への志向が

高まるなど個別・多様化しており、さらに、平成

32 年に予定している東京オリンピック・パラリン

ピックの開催に伴い、今後は海外からの来訪者の

市場の拡大が予想されます。 

 観光は本市の経済にとっても重要な要素である

ため、多様な観光形態をさらにいかし、地域経済

の活性化につながるまちづくりを進めることが必

要です。 

※延べ観光客数を、来街者アンケートにより把握した平均

立寄り地点数で除した実観光客数の推計値は、年間約

1,200 万人になります。 

 
図 入込観光客の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

[資料]神奈川県入込観光客数調査 

 

３）文化・スポーツ・レクリエーション施設の状況 

(１)青少年施設 

 市内に子ども会館（13 箇所）、子どもの家（16

箇所）、青少年会館（2箇所）、児童遊園（16 箇所）、

青少年広場（9 箇所）、子どもの遊び場（7 箇所）、

子どもの広場（4 箇所）を設けています（平成 25

年 3月 31 日現在）。 

 

(２)文化施設 

 市立図書館のほか、鎌倉文学館、鎌倉国宝館、

鎌倉芸術館、県立近代美術館、川喜多映画記念館

等の鎌倉らしさを反映した施設を設けています。 
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(３)スポーツ施設 

 鎌倉体育館、大船体育館、鎌倉武道館のほか、

海浜公園水泳プール、こもれび山崎温水プール、

笛田公園等を供用しています。 

 本市のスポーツ施設は、県内他都市に比べ、施

設の数・規模共に充分とは言い難い状況にありま

す。 

 
表 公立スポーツ施設設置状況（単位：箇所） 

   鎌倉市 藤沢市 逗子市 
茅ヶ崎

市 
平塚市 

陸上競技場 0 1 0 1 1 

野球場 1 5 1 2 4 

球技場 0 5 0 1 3 

運動広場 0 0 1 6 1 

屋内ﾌﾟｰﾙ 1 4 0 1 1 

屋外ﾌﾟｰﾙ 1 4 2 3 2 

体育館 4 15 3 1 8 

柔剣道場 2 4 0 1 0 

庭球場 1 6 1 4 3 

弓道場 1 2 1 1 1 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ場 1 4 1 3 1 

合 計 12 50 10 24 25 

※同一施設内に第 1、第 2等ある場合でも一つとしています。 

[資料]神奈川県立体育センター・公立スポーツ施設検索（H22.4） 

 

(４)学校施設等の開放 

 公立小中学校の校庭や体育館、水泳プールを開

放しています。 

 

(５)生涯学習センター 

 鎌倉生涯学習センター、腰越学習センター、深

沢学習センター、大船学習センター、玉縄学習セ

ンターを設置しています。 

 

 余暇の過ごし方が年々多様化、活発化し、ライ

フスタイルが変化している状況を踏まえて、あら

ゆる世代の人々が快適に鎌倉での余暇を楽しめる

ような整備を行うことが求められています。 

 特に、スポーツについては学校教育、競技スポ

ーツ、健康・体力づくりなど多様化し、大きく変

化しています。各種スポーツ施設の整備について

は、「鎌倉市公共施設再編計画」（平成 27 年３月）

に基づき、本市の財政状況や用地確保、老朽化施

設への対応などの事情を勘案しながら、進めてい

く必要があります。 

 また、文化レクリエーションを通じてより豊か

な地域をつくりあげていくことも必要です。 

 

 

２．考え方 

１）鎌倉の観光や文化を支える歴史や豊かな自

然環境の保全と活用 

 鎌倉らしさの再認識を行い、鎌倉を訪れる人々

に感動と心の安らぎを与える貴重な歴史的遺産、

海と緑の豊かな自然の魅力を、維持・保全しなが

ら、国内・国外の観光客の多様なニーズに対応で

きるように新しい魅力をさらに付加し活用します。 

 また、平成 32年には東京オリンピック・パラリ

ンピックの開催に伴い、多くの来訪者が本市を訪

れることが予測されることから、国際観光都市と

して、観光客が安心して楽しめるよう、受入れ態

勢の充実や、鎌倉らしいもてなしの充実を図りま

す。 

 

２）市民にも観光客にも快適なまちづくり 

 市民と観光客が、鎌倉を一層楽しむことのでき

るまちにして、経済の活性化を図ります。 

 文化レクリエーション活動を通して生まれた交

流、情報の共有化により、市民活動の活性化を図

ります。 

 これらの活力を適切に活用し、市民にとっても

観光客にとっても快適なまちづくりを進めます。 

 

３）環境にやさしい観光文化レクリエーションの

推進 

 市民や鎌倉を訪れる観光客に対し、本市独自の

環境施策をアピールし、良好な環境への意識の拡

大、向上を図ります。 

 施設整備の推進にあたっては環境への配慮を行

い、また、施設利用に伴って生じる環境への負荷

をできるかぎり低減します。 

 観光公害を少なくするなど、環境や市民生活へ

の影響に対して十分配慮していきます。 
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４）鎌倉における多種多様な活動を支えていく

ための機能の充実 

 余暇活動の多様化や高齢化社会に向けてスポー

ツ施設などの施設の充実が求められています。こ

れらの整備にあたっては、市民や観光客、高齢者

や障害者、外国人等さまざまな人々が安全に、か

つ快適に利用できるように配慮し、防災や福祉の

視点からの整備検討を重視していきます。 

 

 

3. 具体的な方針 

１）歴史や文化とのふれあいの場の整備 

(１)歴史的遺産と共生するまちづくり 

 歴史的遺産と共生するまちを目指し、まちづく

り行政と文化財保護行政の考え方を兼ね備えたま

ちの基盤を整えます。 

 そのため、鎌倉の歴史的価値をより明確にする

研究に取り組むと共に、「歴史まちづくり法（地域

における歴史的風致の維持及び向上に関する法

律）」（平成 20 年 11 月施行）を活用し、歴史的風

致※の維持向上に資する様々な施策を着実に進め

ます。 

※歴史的風致とは、人々の営みとそれが行われる歴史上価

値の高い建造物及び周辺の市街地とが一体となった良好

な市街地の環境のことです。 

 

 

 

 

 

 

(２)史跡の公有地化、整備の推進 

 永福寺跡、鶴岡八幡宮境内（御谷地区）、北条氏

常盤亭跡などの国指定史跡は、歴史的に重要な遺

産であり、観光資源としての価値も有することか

ら、将来的に都市公園等として整備を図ります。 

 

(３)文化財の調査研究体制の充実と施設の整備 

 文化財の調査及び調査資料のデータベース化、

発掘調査体制の強化など、文化財の調査・研究・

保存体制の整備、充実を図ります。 

 鎌倉の歴史的遺産や文化的遺産を学び、体験し、

交流する場として、（仮称）鎌倉歴史文化交流セン

ターを整備します。また、将来的には、（仮称）鎌

倉博物館を整備し、文化財の保護、保全のための

啓発、普及や鎌倉の歴史を学ぶ機会の充実を図り

ます。 

 

(４)近代の歴史的建造物、文化財等の保全活用 

 洋風建築物など指定文化財以外の貴重な歴史的

遺産についても極力保全活用に取り組みます。 

 旧川喜多邸は、映画記念館として整備されまし

たが、近代建造物については景観重要建造物の指

定や国の登録文化財制度などにより、保全活用を

図ります。 

 旧華頂宮邸については、現在の試験的活用の成

果を踏まえ、将来的に都市公園として整備するな

ど保全活用に取り組みます。 

 

２）鎌倉 MICE※の推進 

(１)国際観光都市としての魅力を高める MICE の誘

致 

 本市の持つ優れた観光資源をいかして、国際レ

ベルの会議・イベント等の誘致を図ります。国際

観光都市として、単なる物見遊山型の観光ではな

く、知的な交流の機会を増やすことにより、関係

者とのネットワークの構築や経済の活性化、地域

イメージの向上につなげます。 

 

(２)MICE 環境の整備（資源のネットワーク化） 

 鎌倉の持つ自然・歴史・文化等をベースとして、

国内外からの国際的な人が集まる小規模な会議や、

研究や創作活動等が行うことのできる環境整備を

行います。 

 さまざまな優れた資源（歴史的建造物等）を活

用した長期滞在施設の整備や、鎌倉の魅力を満喫

できるような保養・宿泊施設の充実など、鎌倉全

体が MICEとなるよう点在する資源のネットワーク

化を図ります。 

※MICE（マイス）とは、多くの集客交流が見込まれるビジ

ネスイベントなどの総称です。企業等の会議（Meeting）、

企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）

地域固有の歴史

と伝統を反映し

た人々の営み、

生活、活動 

歴史上価値の高

い建造物及びそ

の周辺の市街地 
歴史的風致 
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（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国

際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント

（Exhibition/Event）の頭文字のことを表します。 

 

３）緑や川などとふれあう場の整備 

(１)緑の保全と親しむ場の整備 

 緑地の保全と自然観察の場の整備などを進めま

す。鎌倉中央公園、夫婦池公園、六国見山森林公

園については、既存の環境に十分配慮しながら、

緑に親しめる場所として整備されましたが、引き

続き鎌倉広町緑地や鎌倉中央公園拡大区域（台峯）

など都市計画公園の整備を進めます。 

 ハイキングコースについては、近年ハイキング

を楽しむ観光客が増えてきていることから、コー

ス上の安全を確保すると共に、より多くの人が気

軽に緑に親しめるような整備や案内板の充実など

を検討していきます。 

 

(２)市街地における自然とのふれあいの場の整備 

 市街地における河川や池について、安全性や生

態系に配慮した上で、プロムナードや広場、親水

空間等の魅力あふれる水辺空間の整備を進めます。

また、北鎌倉等に見られる湧水の活用についても

検討していきます。 

 市民農園の開設等、土に親しめる場の提供もさ

らに、行います。 

 

４）海浜と親しめる環境の整備 

(１)海浜の環境整備 

 広く美しい砂浜の再現のために、各海岸の性格

に応じた養浜対策や緑化の推進に取り組むほか、

プロムナードや休憩広場の整備を行います。また、

安全で多様な魅力を持つ海浜づくりに向けての検

討も行います。 

 鎌倉海浜公園において、津波対策とも連携して、

観光客も立ち寄りやすい施設の整備検討を行いま

す。 

 また、交通需要マネジメント施策とも連携して、

海浜利用者の駐車場対策について検討します。 

 

(２)漁港の活用 

 産業と観光、レジャーとの調和を図りつつ、腰

越漁港の改修整備による地域の活性化を進めます。 

 また、鎌倉地域において、引き続き（仮）鎌倉

漁港の建設を多角的に検討していきます。 

 

５）快適に鎌倉で過ごせる環境の整備 

(１)自動車利用の抑制と楽しく歩ける道の整備 

 交通渋滞の解消と環境にやさしいまち、快適な

観光の実現のために、鎌倉地域の交通需要マネジ

メント施策を始めとした自動車利用の抑制に引き

続き取り組んでいきます。 

 徒歩や自転車によってより深く鎌倉にふれられ

るように、景観や環境面にも配慮して、快適な歩

行者空間や散策コースの整備を行います。また、

自然、歴史、文化等のテーマ別に認定した「かま

くらの道」（11コース）の周知を図ります。 

 

(２)観光施設や案内情報システムの充実 

 平成 32年には東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催に伴い、多くの来訪者が本市を訪れるこ

とが予測されることから、市内を快適に観光して

歩けるように、また災害時の誘導、市民の生活空

間との共生なども考慮した上で、案内板やサイン、

公衆トイレ、観光関連施設の整備と観光情報提供

システムの充実に取り組みます。 

 自動車対応として、駐車場案内の整備の推進や

交通情報提供システムの充実も図ります。 

 情報システムは、携帯電話やスマートフォン等

から観光情報を得られる無料 Wi-Fi 等の新たな情

報通信技術（ICT）を活用します。 

 

(３)観光ごみの削減 

 観光ごみを減らすために、持ち帰り運動の推進、

発生ごみの効果的な回収の仕組みづくり、資源と

しての再利用について引き続き取り組みます。 

 

６）多様な活動、情報発信のできる場の整備 

(１)多目的地域集会施設（コミュニティ施設）の整備 

 市民活動の拠点となる多目的地域集会施設につ

いて、さまざまな資源を活用して、整備や活用を

図ります。 

 自治・町内会館については、東日本大震災の後、
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地域の防災拠点としての役割を担う働きがあるこ

とを踏まえ、整備や修繕を進めます。 

【例】 

・自治・町内会館、公民館の活用 

・空き家・空き店舗の活用 

・中高層共同住宅の開発や一定規模以上の団地開

発に伴い多目的地域集会施設を整備 等 

 

(２)文化施設の整備 

 鎌倉にゆかりのある作品の収集、展示と共に、

市民の活動の場としての機能を持つ中枢的な（仮）

鎌倉美術館本館の整備について、「鎌倉市公共施設

再編計画」（平成 27 年３月）との整合を図りなが

ら、引き続き検討します。 

 

(３)子ども・青少年の居場所づくり 

 子ども会館・子どもの家を小学校の建替え等に

合わせ小学校に複合化するなど、公共施設を始め、

さまざまな資源を活用して、子ども・青少年の居

場所づくりを進めます。 

 

(４)スポーツ・レクリエーション施設の整備 

 だれもが いつでも どこでも いつまでも 地域

の多世代が共にスポーツに親しむことができるシ

ステムの構築を検討し、学校や民間施設などと連

携を取りながら、地域におけるスポーツ環境の整

備・充実を図ります。 

 子どもの体力向上や競技力向上のため、スポー

ツ環境の整備・充実を図ります。 

 自然を利用したウォーキングやマリンスポーツ

ができる環境の整備・充実を図ります。 

 

(５)拠点整備に伴う整備 

 拠点整備に伴い、以下の検討・整備を行います。 

・鎌倉駅周辺拠点における（仮称）鎌倉歴史文化

交流センターの整備 

・大船駅周辺拠点における交流機能の導入、文化

レクリエーションゾーンの形成 

・深沢地域国鉄跡地周辺拠点における保健・医療・

福祉機能、スポーツ機能（総合体育館等）及び

文化・教育機能の検討 

・腰越漁港の多面的な活用による地域の活性化 

 

 (６)既存施設及び用地の活用 

 既存施設の有効活用を行うために、引き続き市

立小中学校の学校開放化を行います。また、周辺

他市との連携などの可能性を検討していきます。 

 野村総合研究所跡地については、「野村総合研究

所跡地整備（鎌倉博物館・鎌倉美術館の整備）に

かかる今後の基本方針」（平成 22 年２月）などの

検討がされてきましたが、鎌倉 MICE の推進や産業

環境の整備、歴史的遺産と共生するまちづくり等

の多様な観点から、全庁的に検討します。 
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図 観光・文化・スポーツ・レクリエーション環境整備の方針 


